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●●書籍のジャンル別販売法●● 

	
 販売対象	
 販売時期	
 販売のポイント	
 

学
校
・
学
級
経
営	
 

○学校経営	
 

校長、副校長・教

頭、主幹教諭などの

管理職。 

○学級経営	
 

若年層の教諭や教

師を目指す学生。 

校内研修での参考

書としても活用。 

○学校経営	
 

3月後半～4月上旬、学校予

算（公費）で書籍を購入する場

合は、新年度予算が施行される

5月の連休明け以降。 

また次年度の年間計画を立案

する12月～2月。 

○学級経営	
 

翌年の学級担任が内定し、新学

期に入る3月後半から4月上旬

と夏休みに集中して売れる。 

 

○学校経営	
 

管理職試験に関する書籍は、地域によって実施時期が異

なりますが、試験実施時期のおよそ3ヶ月前から用意しておく

のがおすすめ。また試験合格発表後には、管理職向け実務

書がよく動くので、品揃えを万全にしておくことが必要。 

さらに卒業式や入学式の2ヶ月前から、講話集などの話材

関連の売上が伸びる。 

○学級経営	
 

通知表に関する書籍は、学期末の２ヶ月前から動き始めま

す。最近は従来の３学期制から２学期制に移行している地域

も増えているため、地元の状況を確認する必要あり。 

教
科
教
育	
 

おもに学級担任をす

る教諭をはじめ教

頭・主幹教諭・教務

主任。 

 

 

教科教育の指導法や学年別

商品は、４月第２週の始業式

以降～５月上旬と夏休み。ま

た次年度の年間指導計画を立

てる12月～2月にも若干動きあ

り。また学校予算（公費）で購入

の場合は、新年度予算を施行

する5月のGW明けと12月～1

月の残予算消化に集中。 

 コピーして使える実用的なファックス資料……３月後半～５

月上旬と夏休みに動く。春は、教科教育より早く、学級経営と

同時期から動き始める。評価問題に関する内容が入ってい

る商品は、学期末近くや年度末の通知表作成時期と同時期

によく動く。また学校行事に関する商品……行事が実施され

る２ヶ月ほど前から動き始める。 

 総合的な学習の時間や特別活動……教科教育の進度に

応じて動く。また地域のニーズによって左右されることが多く

ありますので、地域の情報を入手するとよい。 

教
育
学
・
教
育
心
理	
 

○教育学	
 

教育学研究者とそれ

を学ぶ学生・院生。

また学校現場ではお

もに管理職。 

 

○教育心理	
 

教育学研究者とそれ

を学ぶ学生・院生。

また学校現場では学

級担任をする教諭、

養護教諭。または臨

床心理士やスクール

カウンセラーなど。 

○教育学	
 

近隣に大学教育学部がある場

合、６月～夏休みにかけて教

員免許更新制による現役教員

向けのスクーリングでの需要。ま

た夏から秋にかけて卒論や教職

課程での需要があり。 

 

○教育心理	
 

臨床心理士や大学に所属する

研究者は、図書費の残予算を

消化する1～2月などに高定価

の書籍を購入する傾向があり。 

○教育学	
 

教育の場で生じる様々な事象を体系的にまとめた学問が教

育学。そのため、概論の他は、歴史学や哲学、社会学、行財

政学、社会教育学など人文ジャンルに類した構成をしていく

のがよい。ただし、大学が近隣にある場合は、図書館学を教

育学の流れに対して独立させると司書教諭をめざす学生に

よい。 

 

○教育心理 

心理学の棚との分け方が難しい。教育と心理の場所が離れ

ているお店は心理と教育の両方に、どちらか１つに絞る場合

は、概論書や専門性の高い実践書（臨床心理士・スクールカ

ウンセラー向け）は心理学棚に、教師向けの実践書（SGE、

SSTなど）は教育棚が望ましい。 
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 販売対象	
 販売時期	
 販売のポイント	
 

保
育
・
家
庭
教
育	
 

○保育	
 

保育所や幼稚園関

係者、また保育士・

幼稚園教諭を目指

す学生。 

 

 

	
 

○家庭教育	
 

圧倒的に母親です

が、最近は父親（イク

メン）も増えている。 

 

○保育	
 

３月～４月の春フェアが最も商

品の動く時期。他には「三大行

事」といわれる、運動会、作品

展、生活発表会の時期の2ヶ月

前。 

 

	
 

○家庭教育	
 

年間を通じてよく動くが、特に12

月のクリスマスシーズンは大き

く動く。 

○保育	
 

周辺地域の保育園・幼稚園の行事日程の２ヶ月前から展開

することがおすすめ。 

また保育士を目指す学生が保育実習に行く直前にあたる５

月と10月は、実習関連、特に実務や手あそび、歌あそびなど

の書籍を充実させることが必須。 

 

	
 

○家庭教育	
 

教育意識の高い文教地区に立地する店舗では、家庭教育

棚の充実は必須。特に「シュタイナー教育」、「モンテッソーリ

教育」関連書籍などと、それに関連した雑誌「クーヨン」なども

近くに並べてみると、しつけに理想を抱く主婦層の目を惹くこ

とが考えられる。また知育玩具や関連グッズも並べてみても、

より個性的な棚となる。 

特
別
支
援
教
育	
 

 おもに身体障害に

関する書籍は、特別

支援学校教諭、特別

支援教育コーディネ

ーター、特別支援学

級教諭、養護教諭、

そして障害をもった

子どもの保護者な

ど。また発達障害に

関する書籍は、上記

に加え、小・中・高等

学校の教諭が対象。 

 

3～4月の新学期が最もよく動

きますが、教科教育などと異な

り、季節性はあまり見られない。 

 

近隣に特別支援学校がある書店は、視覚・聴覚・知的・身体

などの障害児教育を充実させた棚づくりが求められる。 

いっぽう発達障害については、通常の小・中・高等学校でも

特別支援学級や通級（普通学級に在籍しながら特別支援学

級等に通う制度）により、教育関係者の多くが直面する問題

である。そのため売れ筋を見極めニーズに応えることでお客

様の信頼を得ることができる。 

 また一般読者向けの読みやすい専門書を充実させること

で、障害をもった子どもの保護者のリピート率を高める効果

が期待できる。（近年は保護者の購買が全体の６割強を占め

ている） 
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